
会員の広場への寄稿 
  会報は会員の相互交流の場でもあります。皆様の技 
 術士活動情報、TDU技術士会への意見などを600字程
度で寄稿ください。「会員の広場」に掲載させていただき
ます。（会報第11号締切：平成30年9月末日）  
賛助会員募集 
  TDU技術士会では当会の目的に賛同いただき、ご支
援いただける個人・団体を求めています。参加いただい

た場合は「賛助会員」として、その名を会員登録させてい
ただきます。 
広告募集 
  TDU 技術士会では会報に相応しい広告を受付けま
す。企業PRなどに活用ください。 
  

重 要 ： お 願 い 

会費納入 
 会費の納入をお忘れの方にお願
いです。 
 皆様の会費が当会の活動を活性
化させます。 資金不足により会員
サービス等が低下することがないよう
にしたいと考えております。 
  会費の納入については、会報に同
封の払込取扱票を使用ください。手
数料は無料となります。 
  ・ 正会員    3,000円 
  ・ 在学会員  1,000円 

 
納入先：下記のいずれかにお願いい
たします．  
【払込取扱票】 
 口座記号 00160-2 
 口座番号 449761  
 名称   東京電機大学技術士会 
【みずほ銀行】 (新宿新都心支店) 
 店 番 号  209 
 口座番号 1619612 
 名  称      トウキョウデンキダイガ 
        クギジュツシカイ 

会員登録 
 TDU卒業生、在学生で技術士、技
術士補の資格をお持ちの皆さん、
TDU技術士会への登録はお済みで
しょうか。未登録の方、是非登録くだ
さい。登録票は下記に請求ください。 
 登録票請求先： 
    kouyu-g@jim.dendai.ac.jp 
 また、周囲に未登録の方は 
いらっしゃいませんか。 
同様に登録勧誘していただき 
たくお願いします。 
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 お 知 ら せ 

巻  頭  言 

工学部第二部の改編と技術士会への期待 
 

          東京電機大学 
          工学部長・工学部第二部長 佐藤 太一 
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見学会 
 今年度は、横須賀地区の2ヵ所見学することを計画して
います。詳細は同封の「見学会のご案内」をご覧下さい。 
  ① YOKOSUKA軍港めぐり 
  ② 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 
    （深海6500見学） 
 【実施時期】 平成30年10月12日(金） 雨天決行 

  
 
 
    

写真：横須賀軍港 
（トライアングル 
 ホームページ） 

 平成28年に工学部長兼工学部第二部長を拝命してか
ら、東京電機大学技術士会の皆様とは、少しずつではあ
りますがお付き合いさせていただく機会が増えてまいりま
した。そして、平成30年の工学部第二部の改編に当たっ
ては、技術士会の皆様に実践知重点科目を担当してい
ただくという深いお付き合いとなりました。 
 今回、巻頭言でご挨拶する機会を与えていただき、大
変ありがたく思っております。実践知重点科目へのご協力
に感謝申し上げるとともに、そこでの技術士会の皆様へ
の期待などを述べさせていただいてご挨拶としたいと思い
ます。 
 本平成30年度工学部第二部改編には、以下の三つの
特徴があります。一つ目は、ものづくりの現場で活きる実
践的な教育内容を提供する『社会人課程（実践知重点課
程）』の開設、二つ目は、学習意欲があり、働きながら就
学する「新人社会人」を対象とした『はたらく学生入試』の
導入、最後が、工学部第二部のさらなる発展を見据えた
『定員増』です。 
 ここでは、特に、社会人課程で柱となる「実践知重点科
目」を技術士会の皆様にご担当いただきますので、その
開発の基本的な考え方、特徴などを述べていきたいと思
います。 
 学生は、大学を出て企業で働き、企業におけるOJTを
介して、プロの技術者へと育っていきます。そこでは、もち
ろん、大学における工学の基礎的な学びが活きています。
と同時に、大学で「もしこんなこと」を教えてくれていたら
もっとよかったのに、という思いが多くの企業人の中にある
のではないかと推察しています。実際にそうした思いを、
私自身、企業時代に持っていました。「もしこんなこと」を
教える場が大学にあり、学生時代にそれを学ぶことができ
るとしたら、プロの技術者への道のりも短くなるのではない
かと思います。こうした考えが、実践知重点科目開発の原
点です。 
 実践知重点科目の開発にあたっては、工学のキーコン
セプトである「ものづくり」「安全・安心」を中心に据え、さら
に、社会人にとって重要となる「スキル・キャリアアップ」を
取り上げました。 
 企業での各種ものづくりに 
技術者間の協力は欠かせま 
せん。そこでは、技術分野の 
異なる技術者間のコミュニケ 
ーションが重要になります。 
自分の専門分野の知識が必 
要なのはいうまでもないことで 
すが、他分野技術者とコミュ 
ニケーションができるだけの 
知識も必要です。そのような 

背景に基づいて、実践知重点科目 
は、技術分野横断型の科目設計と 
しました。 
 さらに、「ものづくり」とその「安全・ 
安心」を担保する技術者の責任まで 
を一連の流れと捉え、それに沿って 
ストーリー性を持たせた「開発・設計 
ユニット（７科目） 」と「安全・安心ユ 
ニット（6科目）」を立ち上げました。 
 また、科目担当者については、実 
践知重点科目の趣旨から、企業経験などを有する教員の
担当が適切であると判断し、学部の垣根を外して教員を
選任して「オール東京電機大学教員」で科目を担当する
こととしました。 
 以上のような基本的考え方は、工学部第二部の社会人
課程学生のみならず、広く企業人に受け入れられる考え
方であるとも言えます。そこで、主として企業人を対象とし
た、「実践知プログラム（履修証明プログラム）」を開設しま
した。実践知プログラムは、実践知重点科目のうち、核と
なる8科目を選定し、その中の6科目を履修し、合格（単位
修得）した者をプログラムの修了者とするものです。さらに、
本プログラムは職業実践力育成プログラム（BP）認定に向
けた申請を予定しています。 
 実践知重点科目は、技術分野横断型となっていますが、
3科目の授業のうちの同一技術分野（3科目×5回/科目
＝15回）を履修するという考え方もできます。これをモ
ジュールと呼んで、「企業人特別聴講生」として受け入れ
る試みも進めます。この取り組みの特徴は、短期間（約1ヶ
月）で特定技術分野の集中的な学修を提供するものであ
り、働きながら学ぶ企業人にとって都合のよいシステムと
なっていることです。 
 最後になりますが、実践知重点科目においては、技術
士会の皆様に「技術者キャリア形成学」を担当いただきま
す。そこでは、技術者倫理、技術提案書、技術資格など
をご講義いただけると伺っています。私流に一言で表現
しますと、技術者のための「仕事の流儀」のご講義と考え
ております。後期に開講されるこの講義を今から楽しみに
しております。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 図 大学と企業の掛け橋「実践知」 

■編集後記 
 この会報もついに節目の第10号に至りました。ここまで
継続できたのはひとえに学園ならびに会員の皆様のご
支援があったおかげと感じています。有難うございます。 
 学園では平成29年から全学的改編が進められており、 
当会もこの動きに協力して活動する場面や事業が増えて
きています。「活動状況」に記した『JABEE課程学生への
技術士資格説明会』もその一例です。 

 
 このような活動を通じて、学園の中での当会の存在感も
高まってきています。半面、事業拡大に見合うに足る人
手が十分でないという事情もあります。 
 今後、会員の皆様には様々なご支援を求めることが増
加すると思われます。 
 ご協力、宜しくお願い致します。          （E記）                             


